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１．Digital情報（IT）能力
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１－１．１－１． 第三次産業革命時代第三次産業革命時代

DIGITALDIGITAL ITITの能力の能力

「大量記憶能力」、「大量演算能力」、「大量分析能力」、

「高度分析能力」、「大量高速送信能力」、「大量配信能力」

「双方向能力」

ITIT普及の特色普及の特色

「普遍性」、「機敏性」、「予知性」、「機能性」、「複合性」

情報の最も強い価値情報の最も強い価値 「未来がみえる」＝予知性

ITIT の最も強い価値の最も強い価値 ＝「まとめる」 ＝複合性

物質物質 知識社会へ知識社会へ

１．Digital情報（IT）能力
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２．時代認識
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３. 産業界への影響
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① 消費者中心の考え方の台頭（ＳＣＭ・ＣＲＭ）

② 企業統合管理（ERP）

③ 機能アウトソーシングの傾向（工場から事務まで）（工場から事務まで）

④ 中抜き販売の発達（ｅ－ビジネス）

⑤ ローコスト生産体制の更なる確立
（海外生産の拡大）

⑥ 企業アライアンスの前進

3-１． 産業界への影響３．産業界への影響
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３-２．ＳＣＭ Ｗｈａｔ？

◎ ＳＣＭ（Supply Chain Management）とは、

「供給活動の連鎖構造を不確実性の

高い市場変化に機敏に対応させ、

ダイナミックに最適化を図る。」

３．産業界への影響
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◎ ＳＣＭのポイントは、
Ｐｕｌｌ Ｍａｒｋｅｔ 型
全体最適型
Ａｇｉｌｅ な Ｌｅａｄ 型
Ｃａｓｈ Ｆｌｏｗ 重視型

（Ｐｕｓｈ Ｍａｒｋｅｔ）
（部分最適）
（大量生産の欠陥）
①市場ニーズ無視の販売機会損失
②価格重視リードタイム無視の販売
機会の損失

③不良在庫の増大
④間接部門の高コスト構造

不確実性の拡大
ＩＴ技術の拡大
グローバル市場の拡大

３-３．ＳＣＭのポイント
３．産業界の変化
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４．物流業界への影響
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① 新物流体系の発展

② 異業種の物流界への進出

③ 欧米型ロジスティクス思考の発達

④ ３ＰＬ型物流企業の台頭

⑤ 物流界アライアンスの前進

４-１．物流業界への影響
４．物流業界への影響
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５．Logistics Provider
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5-1．戦争における３つの重要概念

勝利

戦争

全体目標 Strategy（戦略）

Tactics（戦術）

Logistics（兵站）

５．Logistics Provider
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５-２．Ｌｏｇｉｓｔｉｃｓ Ｗｈａｔ？

～１９７０年代 Ｔｒａｎｓｐｏｒｔａｔｉｏｎ 時代＝運送

～１９８０年代 Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎ 時代＝物流

～２０００年代 Ｌｏｇｉｓｔｉｃｓ時代＝兵站（？）

（欧米型）

５．Logistics Provider
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５-３． 米国の物流協会の変遷

1963年、National Council of Physical Distribution
Management．（NCPDM）
1963年、National Council of Physical Distribution
Management．（NCPDM）

1985年、Council of Logistics Management．

（CLM）

1985年、Council of Logistics Management．

（CLM）

2005年、Council of Supply Chain Management         

Professionals（CSCMP）

2005年、Council of Supply Chain Management         

Professionals（CSCMP）

５．Logistics Provider
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5-13．世界コンテナ港取扱実績（2002年）

順位 港名 取扱高（万TEU） 対前年比増減
1 香港 1,900 6.7%
2 シンガポール 1,680 8.2%
3 釜山 933 18.1%
4 上海 861 35.8%
5 高雄 849 12.6%
6 深せん 761 46.9%
7 ロッテルダム 652 7.0%
8 ロサンジュルス 611 17.8%
9 ハンブルブ 537 14.6%
10 アントワープ 476 13.3%

５．Logistics Provider
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６．Logisticsの方向性
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⑥ 経済・金融のグローバル化は今後も続く。対応するグローバ
ル・ロジスティクスの在り方を急ぐ必要あり

⑦ 他企業、異業種とのアライアンス、アウトソーシング化に対す
る意識の強化、知識の強化は今後重要

⑧ ロジスティクスは三権分立で例えるなら、司法の役目、常に事
実をトップまでリアルタイムに知らせること［生産（立法）、販売
（行政）］

6-１．ロジスティクスの方向（つづき）

6．ロジスティクスの方向性
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7．Out－Sourcingについて
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7-1． 「アウトソーシング」 ⇒Why ？

専
門
化
へ

① デジタル（IT）は、「モノづくり（製品）」より

「コトづくり（機能）」の重要性を追求

② 「コトづくり」は垂直型組織より水平型組織

③ ITはROA重視型経営を可能に

アウトソーシングの方向アウトソーシングの方向

7 Out‐Sourcingについて
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7-2．ロジスティクス システムリンケージ

ファイナンス
ERP

販売
CRM

生産
SCM

物 流
（ﾛｼﾞｽﾃｨｸｽ）

Log-IT

ＩＴ

消費者

アウトソーシングアウトソーシング

7 Out‐Sourcingについて
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８．事例
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９．終わりに

（日本人はDNAを変えられるか？）

１．IT以外、今のところ今後の大きな発展産業なし

２．ITはグローバル化を更に進める

３．グローバル化と日本人のDNA

【狩猟型⇔農業型（一部の国際派と多数の国内派）】

４．現在のパラダイムシフトには

【仮説を立て、トップリードで全体最適化を図る狩猟型が重要】

１．１．ITIT以外、今のところ今後の大きな発展産業なし以外、今のところ今後の大きな発展産業なし

２．２．ITITはグローバル化を更に進めるはグローバル化を更に進める

３．グローバル化と日本人の３．グローバル化と日本人のDNADNA

【【狩猟型⇔農業型（一部の国際派と多数の国内派）狩猟型⇔農業型（一部の国際派と多数の国内派）】】

４．現在のパラダイムシフトには４．現在のパラダイムシフトには

【【仮説を立て、トップリードで全体最適化を図る狩猟型が重要仮説を立て、トップリードで全体最適化を図る狩猟型が重要】】


